
1 

 

福知山市民運動場、福知山市民体育館及び 

北部地域多目的グラウンド指定管理者仕様書 

 

１ 趣  旨 

  この仕様書は、福知山市民運動場条例、同施行規則、福知山市立体育館条例、同施行規則並びに福

知山市民運動場、福知山市民体育館及び北部地域多目的グラウンド福知山市指定管理者募集要項に定

めるもののほか、指定管理者が行う業務の詳細について定めることを目的とする。 

 

２ 施設概要 

 （１）福知山市民運動場 

   ア 名  称  福知山市民運動場 

   イ 所 在 地  福知山市字和久市２３５番地 

   ウ 対象施設 

    ア） 野球場  １１,３２１㎡、レフト９１ｍ・センター１１８ｍ・ライト９１ｍ 

本部席（ＲＣ造平屋建）８６.４㎡、観覧席（ＲＣ造平屋建）９１６.１㎡ 

倉庫（ＲＣ造平屋建）１３６.３㎡、一塁側ダッグアウト（ＲＣ造平屋建） 

３２.５㎡、三塁側ダッグアウト（ＲＣ造平屋建）２２.１㎡ 

スコアボード（鉄骨造４階建）２４０㎡、一塁側トイレ（ＣＢ造平屋建） 

１４.２㎡、車椅子用トイレ（鉄骨造平屋建）６.１㎡ 

砂置場（ＲＣ造平屋建）１８.０㎡、トイレ（ＣＢ造平屋建）３４.６㎡ 

イ） 弓道場  ３７５㎡（近的６人立、射場の幅１４ｍ、奥行９ｍ、的場の幅１４ｍ、 

       奥行１.８ｍ） 

       弓道場（木造平屋建）２００.５㎡、矢場（木造平屋建）３８.６㎡ 

 （２）福知山市民体育館 

   ア 名  称  福知山市民体育館 

   イ 所 在 地  福知山市字和久市２５４番地 

   ウ 施設概要  鉄筋鉄骨造瓦棒葺一部２階建、延床面積 2,480㎡ 

           バスケットボール２面、バレーボール３面、バドミントン１０面、 

           卓球２０面 

（３）北部地域多目的グラウンド 

   ア 所 在 地   福知山市字岩井３番地 

   イ 対象施設の概要  

7,683.35㎡ 

 

３ 休場（館）日     

 ア 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号以下「法」という。）に規定する 

休日の翌日（その日が日曜日と重なる場合は、その翌日）。ただし、北部地域多目的グラウン

ドは除く。 

 イ 福知山市民運動場、福知山市民体育館：火曜日（その日が法に規定する休日と重なる場 

合は、その翌日） 

 ウ １２月２８日から翌年１月３日まで 

ただし、指定管理者は、市長の承認を受けて臨時に休館日に開館し、又は休館日以外の日に           

休館することができます。 
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４ 利用時間     福知山市民運動場、福知山市民体育館：午前９時から午後９時まで。ただし、

野球場にあっては午後７時までとする。 

           北部地域多目的グラウンド：午前９時から午後５時まで。 

 

５ 管理運営の基本方針 

 （１）市民の体力向上を図り、スポーツの振興に寄与するという本施設の設置目的を達成するために

効果的・効率的な管理運営を行うとともに、経費の縮減に努めること。 

 （２）公平な運営を行うこととし、特定の個人及び団体等に有利あるいは不利になる運営をしないこ

と。 

 （３）利用者の意見・要望を管理運営に反映させ、利用者サービスの向上に努めること。 

 （４）利用者増に向けて利用促進を積極的に図ること。 

 （５）近隣住民との良好な関係を維持すること。 

 （６）個人情報の保護を徹底すること。 

 

６ 法令等の遵守 

  本施設の管理運営にあたっては、次の各号に掲げる法令等を遵守しなければならない。 

  なお、指定期間中に関係法令等に改正があった場合は、改正された内容を仕様とする。 

 （１）地方自治法及び地方自治法施行令 

 （２）福知山市民運動場条例 

 （３）福知山市民運動場条例施行規則 

 （４）福知山市民運動場の附属設備の利用料を定める規則 

 （５）福知山市立体育館条例 

 （６）福知山市立体育館条例施行規則 

 （７）北部地域多目的グラウンド条例 

 （８）北部地域多目的グラウンド施行規則 

（９）福知山市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例 

 （１０）福知山市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例施行規則 

 （１１）福知山市個人情報保護条例 

 （１２）その他管理運営に適用される法令 

 

７ 管理運営体制 

（１） 管理運営を安全で効果的・効率的に行うため、適正な人数の職員を配置すること。 

（２）管理運営に係る職員（臨時職員を含む）の勤務条件については、労働基準法、労働安全衛生法、

その他労働関係法令を遵守し、職員に対して必要な研修を実施すること。 

（３）施設の管理責任者及び防火責任者を配置し、その者の氏名を届出すること。 

（４）管理責任者は各業務全般について責任を負うものとする。 

（５）施設管理者は、施設管理者が行う業務に関する事業計画書を作成したうえで年度当初に福知山 

市へ提出し、確認を得ること。 

（６）施設管理者は、当該委託業務の実施にあたっては、人権について正しい認識をもって業務を遂行 

できるよう、人権啓発にかかる研修（自治体等が実施する人権啓発研修等への参加をもって代える 

ことを含む。）を行うものとし、その内容を「人権研修実施報告書」により発注者に報告しすること。 
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８ 指定管理者が行う業務の範囲 

 （１）施設の利用の許可に関する業務 

  ア 福知山市民運動場条例並びに同施行規則、福知山市立体育館条例並びに同施行規則及び北部地

域多目的グラウンド条例並びに北部地域多目的グラウンド施行規則の規定に基づく、一般の利用

並びに個人利用、利用料の減免申請書の受付並びに許可・不許可・許可の取り消し等に関する業

務。 

  イ 利用許可申請書、利用許可書、利用料の減免申請書、回数券等を備え、その交付並びに発行、手

続等に関する業務。 

  ウ 施設の受付・案内、付帯設備の操作説明等の業務。 

 （２）施設利用者の利用料金等の徴収業務 

   ア 福知山市民運動場条例並びに同施行規則、福知山市立体育館条例並びに同施行規則、及び北部

地域多目的グラウンド条例並びに北部地域多目的グラウンド施行規則の規定に基づく一般の利

用並びに個人利用の利用料の徴収等に関する業務。 

  イ 日報及び歳入徴収簿作成等の経理事務及び統計事務。 

   ウ 福知山市民運動場条例並びに同施行規則、福知山市立体育館条例並び同施行規則の規定に基づ

く減免対象者が利用する場合には、利用料を減免する。 

（３）適正な事務遂行に関する業務 

ア 指定管理業務を適切に実施するために、事務処理マニュアル、会計及び出納に係るマニュアル             

を作成すること。 

イ 指定管理業務において不正を発生させないための内部統制システムを整備すること。 

（４）施設の管理運営に関する業務 

  ア 本市並びに教育委員会が、主催または後援により本施設において開催する行事等については、

本市並びに教育委員会と調整を図り、その実施に協力すること。 

   イ 本市が、施設等の管理上必要な情報を求めた場合には、速やかに提示すること。 

   ウ 施設の利用等について、利用者、住民等から苦情があった場合は、適切な対応をするとともに、

その内容を本市に報告すること。 

   エ 安全管理に十分配慮し、火災、損傷等を防止して財産の保全を図るとともに、利用者及び職員

の安全確保に努めること。 

   オ 災害、事故等の緊急事態発生時に備え、具体的な対応計画を定め、緊急時の連絡先等をあらか

じめ本市に報告するとともに、避難・救出その他必要な訓練を定期的に実施すること。 

   カ 施設内において事故等が発生したときは、速やかに本市に報告し、指示を受け必要な措置を講

ずること。ただし、緊急を要しない場合または軽微な事故等の場合は、指定管理者において適切

な措置を講じたうえで、本市に報告すること。 

   キ 日常清掃（施設・設備等における日常的に必要な清掃業務）、定期清掃（ガラス清掃、除草など

定期的に必要な清掃業務）を適切に行い、衛生管理に十分配慮し、常に快適な利用ができる状態

の保持に努めること。 

   ク 施設内の建物、設備機器、工作物、備品等（野球場本部席制御盤・ＳＢＯ操作盤・放送設備・

冷房、グラウンド散水栓、ダッグアウト、庭球場クラブハウス放送設備、ネット等、アリーナ天

井灯・アリーナ床面・放送設備・消火器及び誘導灯・倉庫内備品等）の保守点検業務を実施し、

破損箇所又は破損しそうな箇所を発見したときには、ただちに本市に報告し、その指示に従うも

のとする。ただし、容易に補修可能な小修繕については、指定管理者の判断で補修を行うことと

する。 

   ケ 法令等に基づく自家用電気工作物保守点検業務、自動扉設備保守点検業務、消防設備等保守点

検業務及び警備業務等については、その業務の専門性から第三者に委託することを認める。 



4 

 

  コ 野球場のグラウンド整備業務等については、その業務の専門性から第三者に委託することを認

める。 

  サ 本市が貸与する備品は別紙のとおりとし、善良なる指定管理者の注意をもって管理すること。 

   シ 指定管理料により購入した物品は、当該業務にのみ使用することとし、その物品は、備品とし

て台帳（電子データ可）により管理すること。 

   ス 保守管理業務に要する諸工具、器具、消耗品、光熱水費等一切の費用については、指定管理料

の中に含んでいる。 

   セ 保守点検の結果、部品の取替、修理等の整備を必要とする場合は、速やかに処置することとし、

小規模な整備等は指定管理者により行うこと。 

   ソ 保守点検業務については、年度当初に緊急連絡体制表と年間の設備保守点検計画表を作成し、

指定管理者はこの計画に従って業務を遂行すること。変更が生じた場合は、その理由と対処方法

を記録保存すること。 

  タ 保守点検の結果生じる消耗品、使用済み部品等廃棄品の廃棄については、保守管理業務に含ん 

でいる。 

チ  定期点検及び保守管理中、寿命による自然消滅、破損等取替を要する部品、機器が生じたとき       

は、直ちに処置方法を検討し、日常管理に属するような軽易な修繕においては、速やかに実施す 

ること。それ以外の修繕については、本市へ報告し、協議を行うこと。 

  ツ 定期点検、保守管理業務を行った後は、速やかに点検の結果を記録し保存すること。 

  テ 施設維持管理用消耗品（電球、トイレットペーパー等）、事務用消耗品（事務用品、応急処置用

薬品等）、清掃用消耗品（洗剤、清掃用具等）等の消耗品は、指定管理者が随時補充又は交換する

こと。 

  ト 光熱水費（電気、上下水道使用料等）、通信運搬費（電話料、郵便料等）は、指定管理者が支 払

うこと。 

ナ 福知山市が定める「障害を理由とする差別の解消の推進に関する福知山市職員対応要領」に準    

じて、適切に対応すること。 

ア）不当な差別的取扱いの禁止 

障害を理由として、障害のある人に対して不当な差別的取扱いをすることにより、権利利益     

を侵害してはならない。 

イ）合理的配慮の提供 

障害のある人から何らかの配慮を求める意思の表明があった場合において、その実施に伴う    

負担が過重でないときは、その人の障害にあった必要な配慮の提供をしなければならない。 

ニ スポーツの振興施策 

ア）スポーツ・レクリエーション活動の振興 

スポーツイベント等を見直し、参加者拡大を図ることや市民ニーズに適応した事業展開を 

図ること。 

イ）気軽にスポーツを楽しめる場や機会の提供(教室・大会等) 

身近で気軽にスポーツを楽しめる場や機会に関する情報の提供することや各種教室、講習会

を開催すること。 

   ウ） スポーツ指導体制の整備促進 レクリエーションスポーツから競技スポーツまで幅広い活動 

を支えるため、指導者の確保と育成に努めること。 

 （５）管理に運営に要する経費 

    管理運営に係る経費については、施設の利用料金収入及び福知山市が支払う委託費並びにその

他の収入をもって充てる。 

 （６）事業計画書及び業務報告書等の提出 
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   ア 次に掲げる内容を記載した報告書を、毎月末から１０日以内に提出すること。 

   ア） 管理施設の利用状況に関する事項 

   イ） 利用料収入の月間集計 

   イ 次に掲げる内容を記載した報告書を、四半期の末日から１０日以内に提出すること。 

   ア） 本業務の実施状況に関する事項 

   イ） 自主事業の実施状況及び収支が明らかになる書類 

ウ 次に掲げる内容を記載した業務報告書を、年度末から３０日以内に提出すること。 

ア） 会計年度における事業報告書及び事業決算書等 

イ） 会計年度における翌年度の管理運営に関する事業計画書及び事業予算書 

エ 福知山市との連絡調整及び事業報告 

ア） 施設等の維持管理のために、新たに必要となった業務の扱いについては、福知山市と管理

者間で別に協議して定める。 

   イ） この仕様書に規定するものの他、業務の内容及び処理について疑義が生じた場合は、福

知山市と管理者間で別に協議して定める。 

   ウ） サービスの向上及び省エネの推進等についての提案は積極的に行うこととする。 

   エ） 経理及び立ち入り検査 

    ａ 管理者は経理規定を策定し、経理事務を行うこと。 

    ｂ 福知山市は、必要に応じて管理状況及び各種帳簿等の現地調査を行うことができることと

する。 

（７）モニタリング及び第三者評価の実施 

本市は（６）で提出を受けた報告書等について、毎年度モニタリングを実施する。また、指定期   

間中に第三者評価委員会を開催し、第三者評価を実施する。この結果により今後の業務改善の指導  

を行う。 

施設管理者は、毎年の事業年度終了後、速やかに事業報告書及び、目標値に関する資料、データ 

等を提出すること。 

また、第三者評価実施に伴い、事業計画書には別添｢評価指標及び目標値一覧｣の目標を達成する 

ための事業計画を合わせて記載し提出すること。 

（８）業務不履行時の処理 

ア 管理者が行う業務が仕様書及び選定時の提案内容を満たしていないとき、又は利用者が施設を

利用するうえで明らかに利便性を欠く場合は、本市は管理者に対して改善の指示をすることがで

きる。 

イ 本市は、管理者が前項の指示に従わないときはその指定を取り消し、又は期間を定めて停止す

ることができることとする。 

（９）業務の引き継ぎ 

指定期間終了若しくは指定取り消し等により次期施設管理者に業務を引き継ぐ際は、円滑な引継   

ぎに協力するとともに、必要なデータ等を遅滞なく提供するものとする。 

 

９ 自主事業 

（１）自主事業の定義 

自主事業とは、「協定書・仕様書等に規定はないが、施設管理者が自主的な企画により、自らの資

金・参加料収入をもって実施する事業（参加料を徴収しない場合を含む）」と定義する。よって、会計

上も、指定管理業務の会計と自主事業の会計は別のものとする必要がある。 

（２）自主事業実施の取扱い 

自主事業の実施については、次によるものとする。 
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ア 施設管理者は自主事業を実施する場合は、その内容について計画書を提出し、福知山市の承

認を得ること。 

イ 施設管理者は、自主事業を実施する場合には、原則として施設の設置目的を妨げない範囲で

あるとともに指定管理業務の実施を妨げない範囲で行うこと。 

ウ 施設管理者は、設置目的以外の用途で施設を使用する場合は「行政財産目的外使用」に該当

することから、基準に基づき市長の許可を受けること。なお、行政財産使用料条例に基づき使

用料を納入しなければならない。 

エ 施設管理者が自主事業を実施する場合は、以下の観点から照らし合わせて、妥当性を判断

した上で、福知山市が承認することとなる。 

（ア）自主事業日程が一般利用者の施設利用を著しく阻害しない範囲か。  

（イ）自主事業規模が施設許容量に照らして適当か。  

（ウ）対象者の設定に公平性が認められるか。  

（エ）民間事業に多大な影響を及ぼす(圧迫する)懸念はないか。  

（オ）自主事業実施に関する安全性・補償体制が担保されているか。 

     （カ）その他一般利用者の視点で疑義が生じない内容か。 

（３）自主事業の経費及び収益 

自主事業の経費については、次によるものとする。 

ア 自主事業は施設管理者の責任と費用において実施すること。損失等が発生した場合等の責

任は、全て施設管理者が負うものとする。 

イ 利用料が必要になる場合、その設定については、指定管理業務と大きな差がないように設

定すること。 

ウ 年度終了後、自主事業の事業内容及び経理状況を明らかにする書類を作成し、報告を行う

こと。収支報告については指定管理料とは区分を分けて行うこと。 

 

１０ 本仕様書に記載のない事項 

本業務仕様書に記載のない事項は、福知山市と施設管理者の協議により協定書に定める。 

 

 


